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─ 坪内逍遙の場合 ─
安 達 太 郎
キーワード：坪内逍遙、『此処やかしこ』、言文一致、雅俗折衷体、不即不離体






























































































































































































　 『此処やかしこ』は明治20年 3 月25日から 5月14日にかけて 『絵入朝野新聞』に掲載された
未完の作品である。明治20年と言えば、二葉亭四迷が 『新編浮雲』第 1篇を 6月に刊行し、山
田美妙が 『武蔵野』を11月20日、11月23日、12月 6 日の 『読売新聞』に発表した言文一致の画
期となる年である。『此処やかしこ』はこのような状況の中で両作に先んじて発表された。

































































































































































































第 1篇 第 2篇
地の文 380 77.1% 378 74.6%
会話文 113 22.9% 129 25.4%





























































第 1篇 第 2篇
動詞型 98 25.8% 174 46.3%
名詞型 234 61.6% 172 45.2%
形容詞型 29 7.6% 17 4.5%
その他 19 5.0% 15 4.0%
合計 380 100.0% 378 100.0%
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「言」と「文」の距離















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































否定 ず 2 11.8%
概言 推量 う形 1 5.9%
合計 17 100.0%
16 17
「言」と「文」の距離
性を獲得することはできなかった。
　逍遙は、次作 『細君』（明治22（1889）年）において雅俗折衷体に回帰し、この作品で小説から
撤退することになる。そののち演劇改革に乗り出す逍遙は、「言」から「文」を作り出すこと
から、「文」から「言」を作り出す方向に転換したと言えるのかもしれない。
引用本文について
　本論文の本文の引用は以下の諸本を底本とした。なお、表記は新字旧仮名遣いとし、ルビ、
句読点は適宜筆者の判断で変更したところがある。
坪内逍遙 『此処やかしこ』：『逍遙選集』別冊 4、第一書房、1977年
坪内逍遙 『小説神髄』：『逍遙選集』別冊 3、第一書房、1977年
坪内逍遙 『一読三歎当世書生気質』：『逍遙選集』別冊 1、第一書房、1977年
坪内逍遙「文章新論」、贔負目道人「学術上より春の屋主人を罵る」、春のや主人「贔屓眼道人
に答ふ」：山本正秀編 『近代文体形成史料集成　発生篇』桜楓社、1978年
二葉亭四迷「余が言文一致の由来」、坪内逍遙「言文一致について」：山本正秀編 『近代文体形
成史料集成　成立篇』桜楓社、1979年
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